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摩擦体を用いた新しい地震エネルギ-吸収部材の開発とその有効性の検討

社会環境工学科山尾敏孝

1 はじめに

構造物の振動を低減するための減衰装置として，粘性

型，摩擦型，塑性型があり，多くの製品が開発されている.

ここで開発する減衰装置は安価で容易に製作できること，

従来の減衰装置に比べて小型で、エネノレギー吸収が大き

な減衰装置であることを特徴としている本研究では，提

案する変位比例の摩擦力型の減衰装置の基本性能につ

いて実験により確認することを主目的とした既存の

試験機を用いて，繰り返し荷重載荷が可能な試験装置

を製作して減衰装置を取り付け，繰り返し載荷実験を

行い，減衰装置の基本性能を確認するまた3実験結果

より装置の形状などを検討し実験を繰り返し行うこと

で制震装置としての有効性や実用性を検討した.

2.変位比例摩擦力型減衰装置の概要

開発する変位比例摩擦力型減衰装置は， 図1に示す

ように，左右対称なイb頁斜を有するシリンダ内部と摩擦

体を有するピストンから構成される.左右の摩擦体は

ロッドで連結されており，左右の摩擦体の聞にはカラ

ーを入れている.減衰装置の荷重と変位の関係より，

図2に示すような荷重一変位履歴曲線を描くことがで

きる.つまり 3 シリンダと摩擦体の形状・材料を以下

のように定義する.摩擦体がシリンダの中央から右側

に距離Uだけ移動した状態を考えると，シリンダ内径

b，摩擦体の内径 aの等厚肉シェノレと考え，摩擦体のヤ

ング率とポアソン比をそれぞれEとV とすると，ピス

トンに作用する荷重Fと変位uの関係は次式で求まる.

F=i舛Au

=詰弓(t;)
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図2 荷重一変位履歴曲線
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図3 摩擦体の概略断面

勾配 Aはピストン外周部の面積

A = 21rbd，μは摩擦体の摩擦係数であ
る. " 曽
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3.繰り返し載荷実験

本研究の減衰装置に使用した摩擦体は，産業機械用

のライニングやプレス用のブレーキに使用されるゴム

を素材としたものを選択した.この材料は摩擦係数が

0.33であり，繰返しの摩耗に強く摩擦体としての形状

安定性を確保できるものである.図3は今回使用した

摩擦体の加工概略図である.摩擦体の圧縮試験を行っ

た結果より，ヤング率は0.0054X 106 kg/mmで、あった

本研究で開発する変位比例摩擦力型減衰装置は3 図

図4 減衰装置を取り付けた載荷試験機

1に示すように，左右対称な傾斜を有するシリンダ内

部と摩擦体を有するピストンから構成される.左右の

摩擦体はロッドで連結されており，シリンダ内部，摩

擦体はシリンダ中央に向かって狭くなるように傾いて

いる.このロッドが右側に引張られると前進用摩擦体，

左側に押されると後進用摩擦体にシリンダからの圧力

と摩擦力が加わり，変位に比例して大きな軸力が作用

することになる また，作用する力に比例して変位す
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